
12曽於市議会だより

☆
所
管
事
務
調
査

（
調
査
地
）

大
分
県
臼
杵
市
・
佐
伯
市

（
調
査
事
項
）
定
住
促
進
事

業
に
つ
い
て
・
防
災
対
策
事

業
に
つ
い
て

（
日　

程
）

平
成
19
年
5
月
9
日
〜
10
日

（
内　

容
）

　
「
魅
力
あ
る
住
宅
、
宅
地

の
造
成
」
を
掲
げ
、
住
宅
団

地
の
造
成
が
な
さ
れ
購
入
し

や
す
い
価
格
で
宅
地
の
供
給

を
行
う
た
め
、
貸
付
条
例
を

制
定
し
、
貸
付
料
が
1
㎡
あ

た
り
1
ヵ
月
50
円
で
、
20
年

経
過
し
た
ら
無
償
で
払
い
下

げ
と
い
う
制
度
を
取
り
入
れ

て
い
た
。

　

全
国
的
な
人
口
減
少
の
中

だ
が
、
定
住
促
進
事
業
は
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
都

城
市
を
背
景
と
し
た
場
所
の

選
定
や
価
格
の
検
討
も
含
め

進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

（
調
査
地
）

曽
於
市
内

（
調
査
事
項
）

集
落
実
態
調
査
に
つ
い
て

（
日　

程
）

平
成
19
年
４
月
10
日
・
23
日

（
内　

容
）

　

本
市
の
組
織
再
編
に
伴
う

各
支
所
管
内
の
集
落
実
態
調

査
を
行

い
、
今

回
は
特

に
本
庁

舎
よ
り

遠
隔
地

に
あ
る

自
治
会

を
、
統

計

調

査
等
の

資
料
を

参
考
に

現
地
を

調
査
し

た
。

　

大
隅

地
区
で
は
恒
吉
、
南
地
区
、

財
部
地
区
で
は
、
北
、
中
谷
、

南
校
区
、
末
吉
地
区
で
は
南

之
郷
を
主
に
、
地
域
の
現
状

と
住
民
の
生
活
道
や
防
災
、

防
犯
対
策
等
幅
広
く
調
査
で

き
た
。

　

今
後
も
調
査
を
継
続
し
な

が
ら
、
曽
於
市
総
合
振
興
計

画
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
地
域

が
抱
え
て
い
る
課
題
解
決
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
い

う
、
多
く
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

☆
曽
於
市
過
疎
地
域
自
立

　

促
進
計
画
の
変
更
に
つ

　

い
て

問　

大
き
な
事
業
量
の
変
更

も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
提
案
さ

れ
な
い
の
か
。

答　

議
案
に
つ
い
て
は
事
業

の
追
加
、
中
止
、
名
称
の
変

更
に
つ
い
て
議
決
を
得
て
県

へ
提
出
す
る
が
、
今
後
は
議

会
に
報
告
す
る
よ
う
に
す

る
。

問　

国
営
畑
地
帯
水
源
償
還

金
の
追
加
が
、
来
年
度
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
財
源
は
あ

る
の
か
。

答　

繰
上
償
還
金
に
つ
い
て

特
別
交
付
税
の
措
置
が
な
さ

れ
る
。

問　

大
川
原
峡
駐
車
場
は
年

１
回
の
利
用
で
は
必
要
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答　

旧
財
部
町
か
ら
の
計

画
で
あ
り
、
予
算
を
縮
小
し

て
景
観
も
よ
く
す
る
こ
と
や

多
目
的
な
広
場
が
必
要
で
あ

る
。

問　

道
の
駅
す
え
よ
し
は
、

利
益
が
あ
る
の
で
、
財
源
一

部
を
負
担
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
ま
た
裏
の
農
地
を
借

り
ら
れ
な
い
の
か
。

答　

本
年
度
剰
余
金
が
出
て

い
る
が
、
こ
の
使
途
は
会
社

と
し
て
今
後
検
討
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
市
の
施
設
で

あ
る
の
で
、
基
本
的
に
は
指

定
管
理
者
が
支
払
う
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
。
ま
た
裏
の

土
地
利
用
は
交
通
安
全
の
面

か
ら
難
し
い
と
考
え
る
。

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
補
正（
第

１
号
）所
管
分
に
つ
い
て

問　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
必

要
性
と
財
源
は

答　

県
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
・
ゼ
ロ
地
域
解
消
促
進

事
業
で
、
内
村
工
業
団
地
を

含
む
五
位
塚
交
換
局
を
整
備

し
、
企
業
誘
致
を
促
進
す
る

も
の
で
あ
る
。
財
源
は
県
と

国
の
交
付
税
と
市
の
負
担
で

あ
る
。

問　

お
も
い
や
り
宣
言
標
柱

に
つ
い
て

答　

お
も
い
や
り
宣
言
の
標

柱
は
新
し
い
も
の
と
既
存
の

標
柱
を
利
用
し
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会
（
瀬
戸
口
三
郎
委
員
長
）

　

平
成
19
年
5
月
9
日
〜
10
日
に
大
分
県
臼
杵
市
・
佐

伯
市
に
て
所
管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

曽
於
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
な

ど
3
件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
議
案
2
件
を
全
会
一
致
、
議
案
1
件
を
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

各常任委員会は，閉会中 の所管事務調査を行ないましたので報告します。また，6 月定例会で
付託になった議案・陳情 について審査を行ないました。

● 総 務 常 任 委 員 会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会告報会員

臼杵市定住促進事業の宅地造成地
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☆
所
管
事
務
調
査

（
調
査
地
）

福
岡
県
古
賀
市
・
八
女
市

（
調
査
事
項
）
健
康
文
化
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
・
学
校
版
環
境

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て（
日　

程
）

平
成
19
年
5
月
17
日
〜
18
日

（
内　

容
）

　

古
賀
市
総
合
健
康
ス
ポ
ー

ツ
施
設「
ク
ロ
ス
パ
ル
こ
が
」

は
指
定
管
理
者
制
度
を
先
駆

け
て
取
り
入
れ
て
お
り
、
5

年
間
の
指
定
で
業
務
内
容
は

施
設
管
理
、
指
導
、
販
売
促

進
等
多
項
目
で
入
会
金
制
度

も
入
れ
、
市
内
外
よ
り
利
用

さ
れ
好
評
で
あ
る
。

　

本
市
と
の
違
い
は
上
程
の

段
階
で
協
定
が
詳
細
に
作
成

さ
れ
業
者
と
の
成
果
配
分
も

規
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も

協
定
書
を
含
め
て
議
会
に
上

程
す
べ
き
で
あ
る
。

　

福
岡
県
八
女
市
は
、
市
長

に
よ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
平
成
14
年

に
認
定
登
録
決
定
を
受
け
、

保
育
所
・
学
校
等
16
施
設
で

取
り
入
れ
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
、
知
識
で
教

え
る
の
で
は
な
く
体
験
で
教

え
る
も
の
で
あ
る
。

　

実
施
に
水
道
、
電
気
、
ガ

ス
、
コ
ピ
ー
等
使
用
料
減
が

成
果
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

将
来
の
自
分
た
ち
の
環
境
を

守
る
勉
強
と
し
て
良
い
制
度

の
取
り
入
れ
だ
と
思
っ
た
。

☆
学　

校　

調　

査

　

昨
年
度
よ
り
市
内
小
学
校

20
校
、
中
学
校
6
校
全
て
を

調
査
し
た
。
各
学
校
と
も
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
地
域

と
一
体
と
な
り
取
り
組
み
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め

の
基
礎
作
り
に
教
職
員
が
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

営
繕
面
で
は
要
望
も
多
く

あ
る
が
軽
微
な
も
の
は
早
急

に
対
応
さ
れ
て
お
り
、
難
し

い
も
の
は
学
校
教
育
に
支
障

が
な
い
よ
う
順
次
改
善
さ
れ

た
い
。
ま
た
学
校
の
自
助
努

力
も
必
要
で
あ
る
。

　

複
式
学
級
に
対
す
る
補

助
教
諭
も
拡
充
を
図
ら
れ
た

い
。

　

地
域
に
住
み
た
い
教
諭
の

た
め
に
も
教
職
員
住
宅
建
設

の
必
要
が
あ
り
、
今
後
検
討

す
る
よ
う
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
。☆

平
成
19
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）所
管
分
に
つ
い
て

問　

市
民
課
で
車
両
売
却
の

歳
入
が
あ
る
が
手
法
と
結
果

は
。

答　

業
者
よ
り
見
積
を
と

り
、
数
社
が
入
札
に
応
じ
最

も
高
い
と
こ
ろ
が
落
札
す
る

も
の
で
、
想
定
よ
り
高
く
売

却
さ
れ
た
。

問　

財
部
通
山
水
道
組
合
に

対
す
る
補
助
の
内
容
と
予
算

の
在
り
方
は
。

答　

小
規
模
水
道
組
合
整
備

費
を
使
い
、
昭
和
55
年
度
設

置
で
老
朽
化
に
伴
う
も
の

で
、
54
ｔ
槽
を
新
た
に
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

小
規
模
水
道
組
合
へ
の
補

助
は
、
常
に
予
期
せ
ぬ
事
態

を
想
定
し
、
1
0
0
万
円
ぐ

ら
い
は
計
上
し
て
お
く
べ
き

で
あ
る
と
申
し
入
れ
し
た
。

問　

末
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
工
事
費
の
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

機
械
室
の
天
井
と
壁
に

あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
ま
で
は

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
率
1
・
0

％
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
平

成
18
年
10
月
の
法
改
正
に
伴

い
0
・
1
％ 

が
除
去
対
象

と
な
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は

0
・
9
％
だ
っ
た
た
め
除
去

す
る
。

問　

被
覆
は
で
き
な
い
か
。

答　

建
物
が
古
く
解
体
時
に

費
用
が
か
さ
む
の
で
除
去
す

る
。

問　

財
部
町
中
谷
小
の
学
校

山
村
留
学
運
営
補
助
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

鹿
児
島
市
よ
り
１
名
、

同
校
に
留
学
す
る
た
め
月
3

万
円
を
市
か
ら
負
担
す
る
。

受
け
入
れ
先
へ
も
月
3
万
円

と
給
食
費
を
負
担
す
る
。

問　

各
学
校
と
も
老
朽
化
の

進
む
中
、
教
育
環
境
の
整
備

は
最
優
先
し
て
、
早
急
な
対

応
が
必
要
で
あ
り
、
修
繕
も

当
初
で
把
握
し
て
い
る
も
の

は
当
初
で
計
上
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
、
各
学
校
の
施

設
修
繕
費
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

当
初
予
算
6
0
0
万
円

の
総
体
枠
と
し
て
進
め
た
が

追
加
も
あ
り
夏
休
み
に
対
応

す
る
。

問　

放
課
後
子
ど
も
教
室
推

進
事
業
補
助
の
減
額
の
内
容

は
。

答　

県
の
財
政
上
の
理
由

で
、
日
数
が
大
幅
に
減
り
50

日
を
上
限
日
数
と
の
こ
と

で
、
市
も
計
画
し
て
い
る

中
で
の
一
方
的
な
変
更
に
対

し
、
県
も
責
任
を
持
つ
べ
き

と
意
見
が
出
た
。

問　

介
護
事
業
所
コ
ム
ス
ン

の
本
市
に
お
け
る
影
響
は
。

答　

都
城
市
と
霧
島
市
に

事
業
所
が
あ
り
、
曽
於
市
内

で
の
利
用
は
１
件
１
名
で
あ

る
。

文教厚生常任委員会（渡辺利治委員長）
　平成 19 年 5 月 17 日～ 18 日に福岡県古賀市・八女市にて所管事
務調査を行いました。また曽於市環境基本条例の制定など議案 6件
を全会一致で可決，要請１件を全会一致で採択すべきものと決定し
ました。 各常任委員会は，閉会中 の所管事務調査を行ないましたので報告します。また，6 月定例会で

付託になった議案・陳情 について審査を行ないました。

会員委

「クロスパルこが」を研修する委員
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☆
所
管
事
務
調
査

（
調
査
地
）

大
分
県
由
布
市
・
竹
田
市

（
調
査
事
項
）「
道
の
駅
ゆ
ふ

い
ん
」
観
光
と
運
営
に
関
す

る
取
り
組
み
、
Ｐ
Ｒ
活
動
等

に
つ
い
て
・「
大
分
県
畜
産

試
験
場
」
現
状
と
問
題
点
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

（
日　

程
）

平
成
19
年
5
月
9
日
〜
10
日

（
内　

容
）

　

道
の
駅
ゆ
ふ
い
ん
は
、
大

分
県
自
動
車
道
か
ら
湯
布

院
Ｉ
Ｃ
料
金
所
の
正
面
に
あ

り
、
九
州
一
の
観
光
ル
ー
ト

の
た
め
交
通
量
が
多
く
、
そ

の
内
の
6
〜
7
割
は
道
の
駅

に
立
ち
寄
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
施
設
全
体
面
積
は
1

万
8
千
㎡
、
駐
車
場
73
台
、

ト
イ
レ
28
器
、
こ
れ
を
管
理

し
て
い
る
の
が
、
指
定
管
理

者
の
植
林
組
合
有
志
8
人
で

作
る
有
限
会
社
で
あ
る
。

　

売
上
は
18
年
度
約
3
億
5

千
万
円
あ
り
、
主
な
も
の
は

野
菜
が
6
割
で
農
家
販
売
の

手
数
料
は
13
か
ら
15
％
で
他

は
業
者
納
入
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
気
付
い
た
こ
と

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
と
、
ト
イ
レ
が
き
れ
い
に

清
掃
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

大
分
県
畜
産
試
験
場
で

は
、肉
用
牛
を
主
に
乳
用
牛
、

豚
鶏
等
が
改
良
飼
養
さ
れ

て
、
県
内
の
畜
産
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
高
齢

化
に
よ
り
飼
養
戸
数
が
減
少

す
る
中
、
担
い
手
の
規
模
拡

大
を
図
り
繁
殖
用
の
肉
用
牛

50
頭
以
上
の
飼
育
を
目
標
に

農
家
を
育
て
て
い
る
。
種
雄

牛
の
改
良
に
は
、
糸
福
、
平

茂
勝
、
隆
茂
福
、
金
幸
な
ど

の
系
統
が
使
わ
れ
て
い
た
。

県
内
に
は
、
民
有
種
雄
牛
が

い
な
い
こ
と
と
開
業
人
工
授

精
師
が
い
な
い
こ
と
な
ど
で

指
導
が
し
や
す
い
と
の
話
を

聞
い
た
。

☆
曽
於
市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

問　

旧
町
時
代
で
は
行
き
止

ま
り
は
対
象
と
な
ら
ず
、
公

道
同
士
が
接
し
て
い
な
い
と

い
け
な
か
っ
た
が
、
市
に
な

っ
て
か
ら
認
定
基
準
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

内
規
で
原
則
と
し
て
袋

路
状
道
路
は
認
め
な
い
と
な

っ
て
い
る
が
、
道
路
の
延
長

が
50
ｍ
以
上
で
回
り
場
が
あ

れ
ば
認
定
し
て
い
る
。

☆
平
成
19
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）所
管

分

問　

ユ
ズ

振
興
で
今

後
の
見
通

し
は
ど
う

な
っ
て
い

る
か
。

答　

新
し

く
建
て
か

え
る
ユ
ズ

加
工
セ
ン

タ
ー
は
、

指
定
管
理

者
へ
移
行

す
る
考
え

で
あ
る
。

ま
た
搾
取

に
つ
い
て

は
現
在
同
好
会
と
食
彩
セ
ン

タ
ー
で
話
し
合
い
を
進
め
て

い
る
。

問　

支
所
の
畜
産
臨
時
職
員

は
6
ヵ
月
で
大
丈
夫
か
。

答　

職
員
減
に
な
っ
て
い

る
の
で
大
変
な
部
分
も
あ

る
が
、
去
年
3
月
ま
で
の
忙

し
い
時
期
の
6
ヵ
月
分
で
あ

る
。

問　

市
道
維
持
工
事
で
岩
川

病
院
の
と
こ
ろ
を
ど
う
施
工

す
る
の
か
。

答　

流
末
に
現
在
80
㎝
の
擁

壁
が
あ
る
の
で
、
そ
の
高
さ

を
か
さ
上
げ
す
る
工
事
で
延

長
60
ｍ
で
あ
る
。
な
お
河
川

の
寄
洲
に
つ
い
て
は
県
が
行

う
。

問　

弥
五
郎
通
線
の
外
灯

電
気
使
用
料
は
ど
う
な
る
の

か
。

答　

使
用
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
の
取
扱
は
地
元
で

管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

☆
平
成
19
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

問　

鉄
分
を
除
去
す
る
装
置

は
な
い
の
か
。

答　

装
置
は
あ
る
が
6
0
0

0
万
円
ほ
ど
か
か
り
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か
る
の

で
新
水
源
を
掘
っ
た
方
が
よ

い
。

問　

白
毛
地
区
は
ど
こ
ま
で

行
く
の
か
。

答　

六
町
か
ら
西
高
松
、
上

高
松
、
ニ
シ
ム
タ
か
ら
右

へ
入
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
で
あ

る
。

問　

白
毛
配
水
池
ま
で
持
っ

て
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
配
水

す
る
の
か
。

答　

白
毛
配
水
池
ま
で
持
っ

て
行
っ
て
、
自
然
流
下
し
た

方
が
後
の
経
費
が
か
か
ら
な

い
。

問　

水
道
事
業
変
更
許
可
申

請
書
作
成
業
務
委
託
は
ど
こ

ま
で
行
う
の
か
。

答　

水
道
事
業
の
変
更
申
請

と
今
回
の
新
水
源
の
許
可
申

請
ま
で
行
う
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
（
吉
村
幸
治
委
員
長
）

　

平
成
19
年
5
月
9
日
〜
10
日
に
大
分
県
由
布
市
・
竹

田
市
に
て
所
管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

曽
於
市
道
路
線
の
認
定
な
ど
8
件
に
つ
い
て
委
員
会

を
開
き
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
議
案
7
件
及
び
陳

情
1
件
を
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

大分県畜産試験場での研修




